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[研究概要] 

 機械システムにおける、電気、機械、流体などのパワーの高効率伝達・変換・制御を中心に、各種稼動エ

ネルギーを機械的な出力に変換する役割をもつアクチュエータの開発、アクチュエータの制御に関する研究、

電子・機械制御、電子・流体制御分野におけるインターフェースとなる各種機器に関する研究・開発を行っ

ています。主な研究テーマは、電磁アクチュエータ（電磁リニアアクチュエータおよびリラクタンスモータ）

の開発と、駆動システムやモーションコントロールに関する研究、電子・油圧制御に関する研究、超磁歪ア

クチュエータ，磁気粘性流体の応用研究です。電子・油圧制御では、主として油圧システムのモーションコ

ントロールと省エネフルードパワーシステムに関する研究を行っています。 
 

[アドバンテージ] 

 動力の伝達・変換・制御の中心に、機械工学と電気

工学を基礎としたメカトロニクスの研究・開発を行っ

ており、電磁アクチュエータなどのメカトロニクス機

器の開発やフルードパワーの制御やシステムに関し

て、受託研究、共同研究の実績があります。 
 
[事例紹介] 

・低温流体を扱う断熱性に優れた電磁弁の開発． 
・リニアモータの位置センサレス制御系の構築． 
・スイッチトリラクタンスモータによる流体機械や車両の駆動．

・フルードパワーシステム（油圧）のダイナミクス評価．

・電磁界シミュレーションを用いた電磁アクチュエータ開発． 
・運動シミュレーションを用いた油圧駆動機構開発 など． 

 

  

■ 相談に応じられるテーマ 
・ 電磁アクチュエータの機構・駆動・制御方法 
・ 電気・機械・流体およびそれらの融合分野における動力

伝達・変換・制御 
・ 油圧機器，フルードパワーシステムに関わる技術 
・ アクチュエータ，フルードパワーシステム等のシミュレ

ーション 
・ 超磁歪アクチュエータ，磁気粘性流体などの電磁力応用 
 
■ 主な所属学会 
日本フルードパワーシステム学会 
日本機械学会 
自動車技術会 
電気学会 
IEEE など 
 
 
 

■ 主な論文 

1. ソレノイドアクチュエータ設計における初期

CAE 入力モデルの最適化，佐藤，日本機械学会論

文集，73-727C，2007/3 
2. 超磁歪素子を用いた微小流体パルス周波数変調に

よる液圧制御，佐藤，吉武，篠原，日本 AEM 学

会論文集，17-1，2009/3 
3. 油圧式 3 段階ロータリアクチュエータを用いた自

動車用エンジン動弁の弁リフト可変機構，佐藤，

他 3 名，日本フルードパワーシステム学会論文集，

41-1，2010/1 
 
■ 主な特許 

「磁歪素子アクチュエータ」（特開 2006-302937） 
「回転･直動 2 自由度モータ」（特開 2007-318896） 
「2 方向移動検出方法，2 方向移動検出装置，および 2
方向移動検出用ターゲット部材」（特開 2010-32321） 
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研究分野 

（研究の主要３分野と融合領域） 


